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 当社は、本日開催の取締役会において、下記のとおり

を行うことを決議

 なお、当社は会社法第

きる旨を定款に定めております。

 

 

1. 配当の内容

基準日

1株当たり期末配当

配当金の総額

効力発生日

配当原資

 

2. 理由 

 当社は、株主に対する利益還元を重要な経営課題の一つと認識しており、事業の効率化及び拡大に必

要な内部留保の充実を勘案しながら、その時々の当社グループの経営成績及び財政状態並びにそれらの

見通しに応じた適切な利益還元策を実施することを基本方針としております。

当基本方針に基づき、

 

（参考） 

基準日

2017 年

2016 年

 

 

当社は、本日開催の取締役会において、下記のとおり

を行うことを決議いたしましたので、お知らせいたします。

なお、当社は会社法第

きる旨を定款に定めております。

配当の内容 

 

基準日 

株当たり期末配当 

配当金の総額 

効力発生日 

配当原資 

当社は、株主に対する利益還元を重要な経営課題の一つと認識しており、事業の効率化及び拡大に必

要な内部留保の充実を勘案しながら、その時々の当社グループの経営成績及び財政状態並びにそれらの

見通しに応じた適切な利益還元策を実施することを基本方針としております。

基本方針に基づき、

 

基準日 

年 6月期 

年 6月期 

当社は、本日開催の取締役会において、下記のとおり

いたしましたので、お知らせいたします。

なお、当社は会社法第 459 条第

きる旨を定款に定めております。 

2017

 0

32

2017

利益剰余金

当社は、株主に対する利益還元を重要な経営課題の一つと認識しており、事業の効率化及び拡大に必

要な内部留保の充実を勘案しながら、その時々の当社グループの経営成績及び財政状態並びにそれらの

見通しに応じた適切な利益還元策を実施することを基本方針としております。

基本方針に基づき、2017 年 6 月期の年間配当金については

0

0

 剰余金の配当

当社は、本日開催の取締役会において、下記のとおり

いたしましたので、お知らせいたします。

第 1 項に基づき、剰余金の配当を取締役会の決議によって行うことがで

 

決定額 

2017 年 6 月 30 日

0 円 50 銭 

32 百万円 

2017 年 9 月 28 日

利益剰余金 

当社は、株主に対する利益還元を重要な経営課題の一つと認識しており、事業の効率化及び拡大に必

要な内部留保の充実を勘案しながら、その時々の当社グループの経営成績及び財政状態並びにそれらの

見通しに応じた適切な利益還元策を実施することを基本方針としております。

月期の年間配当金については

中間 

0 円 00 銭 

0 円 00 銭 

剰余金の配当に関するお知らせ

当社は、本日開催の取締役会において、下記のとおり 2017

いたしましたので、お知らせいたします。

に基づき、剰余金の配当を取締役会の決議によって行うことがで

記 

直近の配当予想

(201

日 

日 

 

当社は、株主に対する利益還元を重要な経営課題の一つと認識しており、事業の効率化及び拡大に必

要な内部留保の充実を勘案しながら、その時々の当社グループの経営成績及び財政状態並びにそれらの

見通しに応じた適切な利益還元策を実施することを基本方針としております。

月期の年間配当金については

1

会 社 名

代表者名

問合せ先

      

に関するお知らせ 

2017 年 6 月

いたしましたので、お知らせいたします。 

に基づき、剰余金の配当を取締役会の決議によって行うことがで

直近の配当予想

(2017 年 8 月

同左 

0 円 50 銭

― 

― 

― 

当社は、株主に対する利益還元を重要な経営課題の一つと認識しており、事業の効率化及び拡大に必

要な内部留保の充実を勘案しながら、その時々の当社グループの経営成績及び財政状態並びにそれらの

見通しに応じた適切な利益還元策を実施することを基本方針としております。

月期の年間配当金については 1株あたり

1株当たり配当金

期末 

0 円 50 銭

0 円 50 銭

会 社 名 株 式 会 社

代表者名 代 表 取 締 役 社 長

（ コ ー ド 番 号 ：

問合せ先 取 締 役

      （

 

月 30 日を基準日とする剰余金の配当

に基づき、剰余金の配当を取締役会の決議によって行うことがで

直近の配当予想 

月 4日) 

 

銭 

当社は、株主に対する利益還元を重要な経営課題の一つと認識しており、事業の効率化及び拡大に必

要な内部留保の充実を勘案しながら、その時々の当社グループの経営成績及び財政状態並びにそれらの

見通しに応じた適切な利益還元策を実施することを基本方針としております。 

株あたり 0円 50

株当たり配当金 

 

銭 

銭 

株 式 会 社 ア イ ス タ イ ル

代 表 取 締 役 社 長

（ コ ー ド 番 号 ： 3660

取 締 役 C F O

（ T E L . 0 3

2017 年

日を基準日とする剰余金の配当

に基づき、剰余金の配当を取締役会の決議によって行うことがで

前期実績

(2016 年

2016 年 6

0 円 50

29 百万円

2016 年 9

利益剰余金

当社は、株主に対する利益還元を重要な経営課題の一つと認識しており、事業の効率化及び拡大に必

要な内部留保の充実を勘案しながら、その時々の当社グループの経営成績及び財政状態並びにそれらの

 

50 銭といたしました。

年間

0円 50

0 円 50

株 式 会 社 ア イ ス タ イ ル

代 表 取 締 役 社 長  吉 松

3660 東 証

C F O  菅 原

T E L . 0 3 - 5 5 7 5

1

 

年 8 月 10 日

日を基準日とする剰余金の配当

に基づき、剰余金の配当を取締役会の決議によって行うことがで

前期実績 

年 6月期) 

6 月 30 日 

50 銭 

百万円 

9 月 29 日 

利益剰余金 

当社は、株主に対する利益還元を重要な経営課題の一つと認識しており、事業の効率化及び拡大に必

要な内部留保の充実を勘案しながら、その時々の当社グループの経営成績及び財政状態並びにそれらの

銭といたしました。 

年間 

50 銭 

50 銭 

以上

ア イ ス タ イ ル

吉 松  徹 郎

東 証 第 一 部 ）

菅 原  敬

5 5 7 5 - 1 2 6 0 ）

 

1 

日 

 

日を基準日とする剰余金の配当

に基づき、剰余金の配当を取締役会の決議によって行うことがで

当社は、株主に対する利益還元を重要な経営課題の一つと認識しており、事業の効率化及び拡大に必

要な内部留保の充実を勘案しながら、その時々の当社グループの経営成績及び財政状態並びにそれらの

 

以上 

ア イ ス タ イ ル 

郎  

） 

敬  

） 


